
1 

北見地域循環型社会形成推進地域計画 
 

北 見 市 

訓 子 府 町 

置 戸 町 

津 別 町 
 

平成30年11月20日 作成 

令和２年４月13日 変更 

令和２年12月７日 変更 

令和３年３月31日 変更 

令和４年１月６日 変更 

令和４年12月15日 変更 

令和５年11月24日 変更 

令和６年12月４日 変更 

 

１ 地域の循環型社会形成を推進するための基本的な事項 

(1) 対象地域 

構成市町村名 ： 北見市、訓子府町、置戸町、津別町 

面    積 ： 2,862.43km2  

人    口 ： 130,301 人（平成 30年 3月現在） 

表 1 面積及び人口の内訳 

 北見市 訓子府町 置戸町 津別町 

面積（km2） 1,427.41 190.95 527.27 716.80 

人口（人） 117,574 5,015 2,920 4,792 

 

(2) 計画期間 

本計画は、平成 31年 4月 1日から令和 8年 3月 31日までの 7年間を計画期間とする。 

なお、目標の達成状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要な場合には計画を見直すものと

する。 

 

(3) 基本的な方向 

北見地域を構成する北見市・訓子府町・置戸町・津別町は、焼却処理などごみの広域処理を行

っており、今後も地域間の連携を深めながら、効率的かつ効果的なごみ処理を推進していく。な

お、現在の北見市は、平成 18年 3月に旧北見市・旧端野町・旧常呂町・旧留辺蘂町の合併によ

り誕生したまちであり、合併以前からある施設を有効活用し、ごみの適正処理を推進している。 

生活系ごみについては、ごみ処理有料化の実施や、容器包装廃棄物などの資源ごみの分別収

集・処理の実施などによりごみ排出抑制や再生利用を図ってきたところであるが、今後も更なる

施策の展開により、ごみの発生抑制・排出抑制・再生利用の普及・拡大を進め、循環型社会形成

に努める。また、事業系ごみについても同様に、ごみの発生抑制・排出抑制・再生利用の普及・

拡大を推進していく。 
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(4) ごみ処理の広域化・施設の集約化の検討状況 

  北海道は、ごみ処理の広域化・集約化を計画的に進めるため、「北海道ごみ処理広域化・処理施

設集約化計画」を令和 4年 7月に策定している。 

  この中で、北見市・訓子府町・置戸町・津別町が北見ブロックとして位置付けられており、3町

から排出された可燃ごみ（訓子府町・津別町の生ごみを除く。）を北見市の廃棄物焼却施設におい

て焼却処理を行っている。なお、置戸町の生ごみについては、令和 7年 4月より分別区分を変更

し、可燃ごみとして北見市の廃棄物焼却施設で焼却処理を行っている。また、訓子府町・置戸町

から排出されたプラスチック製容器包装ごみを北見市のプラスチック処理センターで資源化処理

を行っているほか、北見市留辺蘂自治区・訓子府町・置戸町では最終処分場及び資源ごみ中間処

理施設を共同で利用して埋立処理及び再資源化処理を行っており、3 町から排出されたスプレー

缶の処理についても、北見市の中間処理施設で処理を行っている。 

  今後は、施設更新時にさらなる広域処理及び施設の集約化について検討を行う。 

 

（5）プラスチック資源の分別収集及び再商品化に係る実施内容 

市民がプラスチック使用製品の使用を合理化し、プラスチック使用製品廃棄物の排出を抑制

するよう、また認定プラスチック使用製品を使用するようごみカレンダーやポスター等で啓発・

情報提供を行うとともに、小学校と連携して環境学習を行う。 

プラスチック使用製品廃棄物は当面の間、燃やさないごみとして埋立処分を継続するが、今後

コストや環境影響等の情報収集を行う、財政状況等を踏まえながら分別収集・再商品化の実施方

法や実施時期について検討を行う。 

 

２ 循環型社会形成推進のための現状と目標 

(1) 一般廃棄物等の処理の現状 

平成 29年度の一般廃棄物の排出、処理状況は図 1のとおりである。 

 

 

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。 

図 1 一般廃棄物の処理状況フロー（平成 29年度） 

 

 

集団回収量 総資源化量

処理後再生利用量

直接資源化量 6,891ｔ

2,182ｔ 処理残渣量 15.2％

4.8％ 12,094ｔ

26.7％ 処理後最終処分量

排出量 計画処理量 中間処理量 5,203ｔ

45,277ｔ 40,706ｔ 11.5％

100％ 89.9％ 減量化量

28,612ｔ

自家処理量 直接最終処分量 63.2％ 最終処分量

2,389ｔ 7,592ｔ

5.3％ 16.8％

527ｔ 9,600ｔ

45,277ｔ

0ｔ
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(2) 生活排水の処理の現状 

平成 29年度の生活排水の処理及びし尿・汚泥等の排出量は次のとおりである。 

 

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。 

図 2 生活排水の処理状況フロー（平成 29年度） 

 

(3) 一般廃棄物等の処理の目標 

本計画の計画期間中においては、廃棄物の減量化を含め循環型社会の実現を目指し、表 2のと

おり目標量について定め、それぞれの施策に取り組んでいくものとする。 

表 2 減量化、再生利用に関する現状と目標 

指標 
現状（割合※1） 

（平成 29年度） 

目標（割合※1） 

（令和 8年度） 

排 出 量 

事業系 
総排出量 11,379ｔ 10,045ｔ    （-11.7％） 

1事業所あたりの排出量※2 1.77ｔ/事業所 1.57ｔ/事業所（-11.3％） 

生活系 
総排出量 33,898ｔ 30,049ｔ    （-11.4％） 

1人あたりの排出量※3 200 kg/人 187㎏/人  （- 6.5％） 

合計 事業系生活系排出量合計 45,277ｔ 40,094ｔ    （-11.4％） 

再生利用量 
直接資源化量 2,182ｔ（ 4.8％） 2,127ｔ    （  5.3％） 

総資源化量 9,600ｔ（21.0％） 9,428ｔ    （ 23.4％） 

エネルギー 

回収量 
エネルギー回収量（年間の発電電力量） 4,857MWh 4,492MWh 

減 量 化 量 中間処理による減量化量 28,612ｔ（63.2％） 24,490ｔ    （61.1％） 

最終処分量 埋立最終処分量 7,592ｔ（16.8％） 6,450ｔ    （16.1％） 

※1 排出量は現状に対する増減割合、直接資源化量・埋立最終処分量は排出量に対する割合、総資源化量は排出量

＋集団回収量に対する割合 

※2 1事業所あたりの排出量＝（事業系ごみの総排出量－事業系ごみの資源ごみ量）／事業所数 

※3 1人あたりの排出量＝（生活系ごみの総排出量－生活系ごみの資源ごみ量）／人口 

《指標の定義》 

排出量：事業系ごみ、生活系ごみを問わず、出されたごみの量（集団回収されたごみを除く）〔単位：トン〕 

総資源化量：集団回収量、直接資源化量、中間処理後の再生利用量の和〔単位：トン〕 

エネルギー回収量：エネルギー回収施設において発電された年間の発電電力量〔単位：MWh〕 

減量化量：中間処理量と処理後の残渣量の差〔単位：トン〕 

最終処分量：埋立処分された量〔単位：トン〕 

 

115,759人 （88.0％）

124,428人 （94.6％） 3,921人 （3.0％）

浄化槽汚泥発生量

131,567人 (100％) 4,748人 （3.6％） 3,213kL/年

587人 （0.4％）

7,139人 （5.4％）

し尿発生量

6,552人 （5.0％） 5,797kL/年

単独処理浄化槽

未処理人口

非水洗化人口

総人口 合併処理浄化槽等

公共下水道

汚水衛生処理人口 集落排水施設等
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表 2補足 市町ごとの減量化、再生利用に関する現状と目標 

指標 
現状 

（平成 29年度） 

目標（割合） 

（令和 8年度） 

北見市 

事業系 
総排出量 11,172ｔ 9,880ｔ      （-11.6％）  

1事業所あたりの排出量 1.88ｔ/事業所 1.66ｔ/事業所（-11.7％） 

生活系 
総排出量 31,006ｔ 27,610ｔ   （-11.0％） 

1人あたりの排出量 202 kg/人 187㎏/人  （-7.4％） 

合計 事業系生活系排出量合計 42,178ｔ 37,490ｔ   （-11.1％） 

直接資源化量 1,880ｔ （4.5％） 1,915ｔ    （ 5.1％） 

総資源化量 8,195ｔ（19.4％） 8,370ｔ   （22.3％） 

埋立最終処分量 6,687ｔ（15.9％） 5,800ｔ   （15.5％） 

訓子府町 

事業系 
総排出量 － － 

1事業所あたりの排出量 － － 

生活系 
総排出量 1,145ｔ 954ｔ    （-16.7％） 

1人あたりの排出量 188 kg/人 188㎏/人   （ 0.0％） 

合計 事業系生活系排出量合計 1,145ｔ 954ｔ    （-16.7％） 

直接資源化量 178ｔ（15.5％） 127ｔ    （ 13.3％） 

総資源化量  473ｔ（41.3％）  382ｔ    （ 40.0％） 

埋立最終処分量  291ｔ（25.4％）  259ｔ    （ 27.2％） 

置戸町 

事業系 
総排出量 131ｔ 94ｔ    （-28.2％） 

1事業所あたりの排出量 0.70ｔ/事業所 0.50ｔ/事業所（-28.6％） 

生活系 
総排出量 597ｔ 476ｔ    （-20.3％） 

1人あたりの排出量 155 kg/人 145㎏/人  （-6.5％） 

合計 事業系生活系排出量合計 728ｔ 570ｔ    （-21.7％） 

直接資源化量 124ｔ（17.1％） 84ｔ    （ 14.8％） 

総資源化量 292ｔ（40.1％） 188ｔ    （ 33.1％） 

埋立最終処分量 150ｔ（20.6％） 123ｔ    （ 21.6％） 

津別町 

事業系 
総排出量 76ｔ 71ｔ    （-6.6％） 

1事業所あたりの排出量 0.27ｔ/事業所 0.25ｔ/事業所（-7.4％） 

生活系 
総排出量 1,150ｔ 1,009ｔ   （-12.3％） 

1人あたりの排出量 193 kg/人 213㎏/人  （10.4％） 

合計 事業系生活系排出量合計 1,226ｔ 1,080ｔ    （-11.9％） 

直接資源化量 0ｔ（ 0.0％） 0ｔ    （ 0.0％） 

総資源化量 640ｔ（52.2％） 488ｔ    （45.2％） 

埋立最終処分量 464ｔ（37.8％） 267ｔ    （24.7％） 

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。 
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※端数処理により割合・合計が合わないことがある。 

図 3 目標達成時の一般廃棄物の処理状況フロー（令和８年度） 

 

(4) 生活排水処理の目標 

生活排水処理については、表 3に掲げる目標のとおり、合併処理浄化槽の整備等を進めていく

ものとする。 

 

表 3 生活排水処理に関する現状と目標 

 平成 29年度実績 令和 8年度目標 

処理形態別

人口 

公共下水道 115,759人 （88.0％） 107,932人 （89.4％） 

農業集落排水施設等 3,921人 （ 3.0％） 3,197人 （ 2.6％） 

合併処理浄化槽等 4,748人 （ 3.6％） 6,405人 （ 5.3％） 

未処理人口 7,139人 （ 5.4％） 3,146人 （ 2.6％） 

合計 131,567人 120,680人 

し尿・汚泥

の量 

汲み取りし尿量 5,797 kL/年 2,471 kL/年 

浄化槽汚泥量 3,213 kL/年 3,979 kL/年 

合計 9,010 kL/年 6,451 kL/年 

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。 

 

表 3補足 市町ごとの生活排水処理に関する現状と目標 

 平成 29年度実績 令和 8年度目標 

北見市 

処理形態

別人口 

公共下水道 110,701人 （93.2％） 103,536人 （94.2％） 

農業集落排水施設等 230人 （ 0.2％） 187人 （ 0.2％） 

合併処理浄化槽等 2,645人 （ 2.2％） 4,106人 （ 3.7％） 

未処理人口 5,200人 （ 4.4％） 2,131人 （ 1.7％） 

合計 118,776人 109,960人 

し尿・汚

泥の量 

汲み取りし尿量 4,226kL/年 1,732 kL/年 

浄化槽汚泥量 2,280kL/年 3,238 kL/年 

合計 6,506kL/年 4,970 kL/年 

 

  

集団回収量 総資源化量

直接資源化量 処理後再生利用量

2,127ｔ 7,027ｔ

5.3％ 処理残渣量 17.5％

排出量 計画処理量 11,541ｔ

40,094ｔ 中間処理量 28.8％ 処理後最終処分量

100％ 36,032ｔ 4,514ｔ

89.9％ 減量化量 11.3％

自家処理量 24,490ｔ

直接最終処分量 61.1％ 最終処分量

1,935ｔ 6,450ｔ

4.8％ 16.1％

274ｔ 9,428ｔ

40,094ｔ

0ｔ
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 平成 29年度実績 令和 8年度目標 

訓子府町 

処理形態

別人口 

公共下水道 0人 （   0％） 0人 （   0％） 

農業集落排水施設等 3,115人 （62.1％） 2,692人 （63.6％） 

合併処理浄化槽等 1,028人 （20.5％） 1,208人 （27.8％） 

未処理人口 872人 （17.4％） 332人 （ 9.1％） 

合計 5,015人 4,232人 

し尿・汚

泥の量 

汲み取りし尿量 942 kL/年 287 kL/年 

浄化槽汚泥量 110 kL/年 51 kL/年 

合計 1,052 kL/年 338 kL/年 

置戸町 

処理形態

別人口 

公共下水道 1,670人 （55.7％） 1,499人  （55.9％） 

農業集落排水施設等 354人 （11.8％） 318人 （11.9％） 

合併処理浄化槽等 387人 （12.9％） 522人 （19.5％） 

未処理人口 587人 （19.6％） 344人 （12.4％） 

合計 2,998人 2,683人 

し尿・汚

泥の量 

汲み取りし尿量 289 kL/年 168 kL/年 

浄化槽汚泥量 225 kL/年 259 kL/年 

合計 514 kL/年 427 kL/年 

津別町 

処理形態

別人口 

公共下水道 3,388人 （70.9％） 2,897人 （76.1％） 

農業集落排水施設等 222人 （ 4.6％） 0人（ 0.0％） 

合併処理浄化槽等 688人 （14.4％） 569人 （15.0％） 

未処理人口 480人 （10.0％） 339人（ 8.9％） 

合計 4,778人 3,805人 

し尿・汚

泥の量 

汲み取りし尿量 340 kL/年 284 kL/年 

浄化槽汚泥量 597 kL/年 432 kL/年 

合計 938 kL/年 716 kL/年 

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。 

 

   
※端数処理により割合・合計が合わないことがある。 

図 4 目標達成時の生活排水の処理状況フロー（令和８年度） 

 

 

107,932人 （89.4％）

117,534人 （97.4％） 3,197人 （2.6％）

浄化槽汚泥発生量

120,680人 (100％) 6,405人 （5.3％） 3,979kL/年

253人 （0.2％）

3,146人 （2.6％）

し尿発生量

2,893人 （2.4％） 2,471kL/年

総人口 合併処理浄化槽等

単独処理浄化槽

未処理人口

非水洗化人口

公共下水道

汚水衛生処理人口 集落排水施設等
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３ 施策の内容 

(1) 発生抑制、再使用の推進 

ア ごみ発生抑制活動の推進 

容器包装廃棄物やその他ごみの発生抑制を徹底するため、レジ袋の削減・マイバック運動の

推進、使い捨て製品の使用自粛、リユースの推進などを実施していく。 

 

イ 環境教育・啓発活動の推進 

ごみの発生抑制や排出抑制、リサイクルの徹底・促進を図る上で、市民・町民への環境教育・

啓発はとても重要である。このため、講演会や懇談会等の開催、環境イベントの実施、減量化

実践行動の紹介などにより、環境教育・啓発活動を推進していく。 

 

ウ 集団回収の促進 

町内会などが自発的に行っている集団回収は、市民・町民のリサイクル意識の向上を図るこ

とができ、資源ごみの排出抑制にもつながることから、今後も継続して推進していく。 

 

エ 生ごみ自家処理の推進 

家庭から排出されるごみの中で大きな割合を占める生ごみの減量策として、生ごみ堆肥化容

器や生ごみ処理機による堆肥化及び家庭菜園等での利用を促進させるための啓発を行う。また、

生ごみ堆肥化容器や生ごみ処理機の購入助成を継続し、普及拡大に努める。 

 

オ 小型家電リサイクルの推進 

小型家電リサイクルは、ごみの削減のほか、世界的な資源制約への対応にも寄与する有用金

属の循環利用といった観点からも重要であることから、回収の取り組みの周知強化に努め、リ

サイクルを推進する。 

 

カ 繊維リサイクルの推進 

繊維リサイクルは、資源の有効活用、ごみの削減及び処理費用の削減につながることから、

回収の取り組みの周知強化に努め、リサイクルを推進する。 

 

キ 事業系ごみの自家処理・排出抑制の推進 

事業系ごみ排出者に対し、ごみの減量化・リサイクル等について積極的に取り組むよう啓発

活動を行うとともに、ごみの適正処理についても周知を図る。 

 

ク 廃棄物減量等推進員制度の充実 

生活環境の保全やごみの適正処理に関する活動意識を高めるため、情報交換会などを開催す

るとともに、推進員を増員し、体制の整備に努める。 

 

ケ 生活排水対策 

生活排水の処理状況に関する情報を広く周知し、合併処理浄化槽を普及促進するとともに、

単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換を図るなど、河川や湖沼の水質汚濁防止・水環境

保全の啓発活動を進める。 
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(2) 処理体制 

ア 生活系ごみの処理体制の現状と今後 

分別区分及び処理方法は、表 4のとおりである。 

燃やすごみ・燃やさないごみ・粗大ごみ・資源ごみの分別のほか、訓子府町・津別町ではさ

らに生ごみの分別を行っている。なお、北見市留辺蘂自治区及び置戸町においては、生ごみの

分別収集を実施していたが、北見市留辺蘂自治区は令和 4年 4月から、置戸町は令和 7年 4月

から燃やすごみに分別区分を変更している。 

燃やすごみは、北見市廃棄物処理場にて焼却処理している。燃やさないごみ・粗大ごみは北

見市北見自治区・同端野自治区・同常呂自治区では破砕処理しており、他は埋立処分している。

生ごみを分別しているところでは、堆肥化処理している。津別町の燃やすごみは、令和 3 年 4

月より北見市廃棄物処理場にて焼却処理を開始している。 

今後の処理は、現在と同様を基本とするが、老朽化などにより処理施設の使用が困難となっ

た場合には、随時集約・一元化を図っていく。 

 

イ 事業系ごみの処理体制の現状と今後 

事業系一般廃棄物の処理については、すべて事業者責任として事業者が自ら処理するよう指

導しており、その処理方法としては、事業者が一般廃棄物収集運搬許可業者に依頼、あるいは

自己搬入によりそれぞれの処理施設に搬入している。なお、搬入時の分別区分は、生活系ごみ

の分別区分に準じている。 

今後も現状と同様、ごみの発生抑制・減量化に努めた上で、施設に搬入された事業系一般廃

棄物については処理を行う。 

 

ウ 生活排水処理の現状と今後 

地域内における生活排水の処理については、公共下水道や農業集落排水処理施設による効率

的な処理を行っていくが、これらが整備されていない地域においては、引き続き合併処理浄化

槽の整備を進めて適正処理を図る。 
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   【
北

見
市

／
北

見
自

治
区

】

一
次
処
理

二
次
処
理

焼
却

焼
却

焼
却

焼
却

破
砕

破
砕

破
砕

破
砕

新
聞
･雑

誌
･ﾀ
ﾞﾝ
ﾎ
ﾞｰ
ﾙ
･紙

ﾊ
ﾟｯ
ｸ

新
聞
･雑

誌
･ﾀ
ﾞﾝ
ﾎ
ﾞｰ
ﾙ
･紙

ﾊ
ﾟｯ
ｸ

売
却

缶
缶

売
却

び
ん

び
ん

指
定
法
人

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

指
定
法
人

プ
ラ
製
容
器
包
装

北
見
市
ﾌ
ﾟﾗ
ｽ
ﾁ
ｯ
ｸ
処
理
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

プ
ラ
製
容
器
包
装

北
見
市
ﾌ
ﾟﾗ
ｽ
ﾁ
ｯ
ｸ
処
理
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

指
定
法
人

廃
食
用
油

－
廃
食
用
油

－
売
却

布
類

－
布
類

－
売
却

焼
却
・
破
砕
・

埋
立

北
見
市
廃
棄
物
処
理
場
（
ご
み
処
理
施
設
、
ﾘｻ
ｲ
ｸﾙ

ﾌ
ﾟﾗ
ｻ
ﾞ）
、
北
見
市
最
終
処
分
場
、
北
見
市
昭
和
埋
立

処
分
場

北
見
市
最
終
処
分
場
、
北
見
市
昭
和
埋
立
処

分
場

リ
サ
イ
ク
ル

北
見
市
廃
棄
物
処
理
場
（
ﾘｻ
ｲ
ｸﾙ
ﾌ
ﾟﾗ
ｻ
ﾞ）

売
却

乾
電
池
・
蛍
光
管
等

委
託

－
乾
電
池
・
蛍
光
管
等

委
託

－
－

【
北

見
市

／
端

野
自

治
区

】

一
次
処
理

二
次
処
理

焼
却

焼
却

焼
却

焼
却

破
砕

埋
立

破
砕

埋
立

新
聞
･雑

誌
･ﾀ
ﾞﾝ
ﾎ
ﾞｰ
ﾙ
･紙

ﾊ
ﾟｯ
ｸ

新
聞
･雑

誌
･ﾀ
ﾞﾝ
ﾎ
ﾞｰ
ﾙ
･紙

ﾊ
ﾟｯ
ｸ

売
却

缶
缶

売
却

び
ん

び
ん

指
定
法
人

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

北
見
市
廃
棄
物
処
理
場
（
ﾘｻ
ｲ
ｸﾙ
ﾌ
ﾟﾗ
ｻ
ﾞ）

指
定
法
人

プ
ラ
製
容
器
包
装

北
見
市
ﾌ
ﾟﾗ
ｽ
ﾁ
ｯ
ｸ
処
理
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

プ
ラ
製
容
器
包
装

北
見
市
ﾌ
ﾟﾗ
ｽ
ﾁ
ｯ
ｸ
処
理
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

指
定
法
人

廃
食
用
油

－
廃
食
用
油

－
売
却

布
類

－
布
類

－
売
却

焼
却
・
破
砕
・

埋
立

北
見
市
廃
棄
物
処
理
場
（
ご
み
処
理
施
設
、
ﾘｻ
ｲ
ｸﾙ

ﾌ
ﾟﾗ
ｻ
ﾞ）
、
北
見
市
最
終
処
分
場
、
北
見
市
昭
和
埋
立

処
分
場

北
見
市
最
終
処
分
場
、
北
見
市
昭
和
埋
立
処

分
場

リ
サ
イ
ク
ル

北
見
市
廃
棄
物
処
理
場
（
ﾘｻ
ｲ
ｸﾙ
ﾌ
ﾟﾗ
ｻ
ﾞ）

売
却

乾
電
池
・
蛍
光
管

委
託

－
乾
電
池
・
蛍
光
管

委
託

－
－

表
4
　

北
見

地
域

の
生

活
系

ご
み

の
分

別
区

分
と

処
理

方
法

の
現

状
と

今
後

（
1
/
4
）

現
状
（
平
成
2
9
年
度
）

今
後
（
令
和
8
年
度
）

分
別
区
分

処
理
方
法

処
理
施
設
等

分
別
区
分

処
理
方
法

処
理
施
設
等

燃
や
さ
な
い
ご
み

北
見
市
廃
棄
物
処
理
場

（
ﾘｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
ﾌ
ﾟﾗ
ｻ
ﾞ）

燃
や
さ
な
い
ご
み

北
見
市
廃
棄
物
処
理
場

（
ﾘｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
ﾌ
ﾟﾗ
ｻ
ﾞ）

北
見
市
最
終
処
分
場

粗
大
ご
み

粗
大
ご
み

燃
や
す
ご
み

北
見
市
廃
棄
物
処
理
場

（
ご
み
処
理
施
設
）

燃
や
す
ご
み

北
見
市
廃
棄
物
処
理
場

（
ご
み
処
理
施
設
）

北
見
市
最
終
処
分
場

紙
お
む
つ
類

紙
お
む
つ
類

そ
の
他
ご
み

焼
却
・
破
砕
・

埋
立

北
見
市
廃
棄
物
処
理
場
（
ご
み
処
理
施
設
、
ﾘｻ
ｲ
ｸﾙ

ﾌ
ﾟﾗ
ｻ
ﾞ）
、
北
見
市
最
終
処
分
場
、
北
見
市
昭
和
埋
立

処
分
場

そ
の
他
ご
み

現
状
（
平
成
2
9
年
度
）

今
後
（
令
和
8
年
度
）

資
源
ご
み

リ
サ
イ
ク
ル

北
見
市
廃
棄
物
処
理
場

（
ﾘｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
ﾌ
ﾟﾗ
ｻ
ﾞ）

資
源
ご
み

リ
サ
イ
ク
ル

北
見
市
廃
棄
物
処
理
場

（
ﾘｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
ﾌ
ﾟﾗ
ｻ
ﾞ）

燃
や
さ
な
い
ご
み

北
見
市
廃
棄
物
処
理
場

（
ﾘｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
ﾌ
ﾟﾗ
ｻ
ﾞ）

燃
や
さ
な
い
ご
み

北
見
市
廃
棄
物
処
理
場
（
ﾘｻ
ｲ
ｸﾙ
ﾌ
ﾟﾗ
ｻ
ﾞ）

－
粗
大
ご
み

粗
大
ご
み

処
理
施
設
等

燃
や
す
ご
み

北
見
市
廃
棄
物
処
理
場

（
ご
み
処
理
施
設
）

燃
や
す
ご
み

北
見
市
廃
棄
物
処
理
場

（
ご
み
処
理
施
設
）

北
見
市
最
終
処
分
場

紙
お
む
つ
類

紙
お
む
つ
類

分
別
区
分

処
理
方
法

処
理
施
設
等

分
別
区
分

処
理
方
法

そ
の
他
ご
み

焼
却
・
破
砕
・

埋
立

北
見
市
廃
棄
物
処
理
場
（
ご
み
処
理
施
設
、
ﾘｻ
ｲ
ｸﾙ

ﾌ
ﾟﾗ
ｻ
ﾞ）
、
北
見
市
最
終
処
分
場
、
北
見
市
昭
和
埋
立

処
分
場

そ
の
他
ご
み

資
源
ご
み

リ
サ
イ
ク
ル

北
見
市
廃
棄
物
処
理
場

（
ﾘｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
ﾌ
ﾟﾗ
ｻ
ﾞ）

資
源
ご
み

リ
サ
イ
ク
ル

北
見
市
廃
棄
物
処
理
場

（
ﾘｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
ﾌ
ﾟﾗ
ｻ
ﾞ）
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   【
北

見
市

／
常

呂
自

治
区

】

一
次
処
理

二
次
処
理

焼
却

焼
却

焼
却

焼
却

破
砕

破
砕

破
砕

破
砕

新
聞
･雑

誌
･ﾀ
ﾞﾝ
ﾎ
ﾞｰ
ﾙ
･紙

ﾊ
ﾟｯ
ｸ

新
聞
･雑

誌
･ﾀ
ﾞﾝ
ﾎ
ﾞｰ
ﾙ
･紙

ﾊ
ﾟｯ
ｸ

売
却

缶
缶

売
却

び
ん

び
ん

指
定
法
人

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

指
定
法
人

白
色
ト
レ
イ

北
見
市
常
呂
町
一
般
廃
棄
物
処
理
セ
ン
タ
ー

（
ｽ
ﾄｯ
ｸ
ﾔ
ｰ
ﾄﾞ
）

白
色
ト
レ
イ

北
見
市
常
呂
町
一
般
廃
棄
物
処
理
セ
ン
タ
ー

（
ｽ
ﾄｯ
ｸ
ﾔ
ｰ
ﾄﾞ
）

売
却

プ
ラ
製
容
器
包
装

北
見
市
ﾌ
ﾟﾗ
ｽ
ﾁ
ｯ
ｸ
処
理
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

プ
ラ
製
容
器
包
装

北
見
市
ﾌ
ﾟﾗ
ｽ
ﾁ
ｯ
ｸ
処
理
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

指
定
法
人

廃
食
用
油

－
廃
食
用
油

－
売
却

布
類

－
布
類

－
売
却

埋
立

北
見
市
常
呂
町
一
般
廃
棄
物
処
理
セ
ン
タ
ー

（
最
終
処
分
場
）

－

リ
サ
イ
ク
ル

北
見
市
廃
棄
物
処
理
場
（
ﾘｻ
ｲ
ｸﾙ
ﾌ
ﾟﾗ
ｻ
ﾞ）

売
却

乾
電
池
・
蛍
光
管

委
託

－
乾
電
池
・
蛍
光
管

委
託

－
－

【
北

見
市

／
留

辺
蘂

自
治

区
】

一
次
処
理

二
次
処
理

焼
却

焼
却

埋
立

埋
立

埋
立

埋
立

新
聞
･雑

誌
･ﾀ
ﾞﾝ
ﾎ
ﾞｰ
ﾙ
･紙

ﾊ
ﾟｯ
ｸ

新
聞
･雑

誌
･ﾀ
ﾞﾝ
ﾎ
ﾞｰ
ﾙ
･紙

ﾊ
ﾟｯ
ｸ

売
却

紙
製
容
器
包
装

紙
製
容
器
包
装

指
定
法
人

缶
缶

売
却

び
ん

北
見
市
廃
棄
物
処
理
場

（
ﾘｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
ﾌ
ﾟﾗ
ｻ
ﾞ）

び
ん

北
見
市
廃
棄
物
処
理
場

（
ﾘｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
ﾌ
ﾟﾗ
ｻ
ﾞ）

指
定
法
人

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

指
定
法
人

白
色
ト
レ
イ

白
色
ト
レ
イ

売
却

プ
ラ
製
容
器
包
装

北
見
市
ﾌ
ﾟﾗ
ｽ
ﾁ
ｯ
ｸ
処
理
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

プ
ラ
製
容
器
包
装

北
見
市
ﾌ
ﾟﾗ
ｽ
ﾁ
ｯ
ｸ
処
理
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

指
定
法
人

廃
食
用
油

－
廃
食
用
油

－
売
却

布
類

－
布
類

－
売
却

埋
立

北
見
市
外
2
町
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

－

リ
サ
イ
ク
ル

北
見
市
廃
棄
物
処
理
場
（
ﾘｻ
ｲ
ｸﾙ
ﾌ
ﾟﾗ
ｻ
ﾞ）

売
却

乾
電
池
・
蛍
光
管

委
託

－
乾
電
池
・
蛍
光
管

委
託

－
－

表
4
　

北
見

地
域

の
生

活
系

ご
み

の
分

別
区

分
と

処
理

方
法

の
現

状
と

今
後

（
2
/
4
）

現
状
（
平
成
2
9
年
度
）

今
後
（
令
和
8
年
度
）

燃
や
さ
な
い
ご
み

北
見
市
常
呂
町
一
般
廃
棄
物
処
理
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

（
破
砕
処
理
施
設
）

燃
や
さ
な
い
ご
み

北
見
市
常
呂
町
一
般
廃
棄
物
処
理
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

（
破
砕
処
理
施
設
）

北
見
市
常
呂
町
一
般
廃
棄
物
処
理
セ
ン
タ
ー

（
最
終
処
分
場
）

粗
大
ご
み

粗
大
ご
み

処
理
施
設
等

燃
や
す
ご
み

北
見
市
廃
棄
物
処
理
場

（
ご
み
処
理
施
設
）

燃
や
す
ご
み

北
見
市
廃
棄
物
処
理
場

（
ご
み
処
理
施
設
）

北
見
市
最
終
処
分
場

紙
お
む
つ
類

紙
お
む
つ
類

分
別
区
分

処
理
方
法

処
理
施
設
等

分
別
区
分

処
理
方
法

そ
の
他
ご
み

埋
立

北
見
市
常
呂
町
一
般
廃
棄
物
処
理
セ
ン
タ
ー

（
最
終
処
分
場
）

そ
の
他
ご
み

現
状
（
平
成
2
9
年
度
）

今
後
（
令
和
8
年
度
）

資
源
ご
み

リ
サ
イ
ク
ル

北
見
市
常
呂
町
一
般
廃
棄
物
処
理
セ
ン
タ
ー

（
ｽ
ﾄｯ
ｸ
ﾔ
ｰ
ﾄﾞ
）

資
源
ご
み

リ
サ
イ
ク
ル

北
見
市
常
呂
町
一
般
廃
棄
物
処
理
セ
ン
タ
ー

（
ｽ
ﾄｯ
ｸ
ﾔ
ｰ
ﾄﾞ
）

北
見
市
廃
棄
物
処
理
場

（
ﾘｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
ﾌ
ﾟﾗ
ｻ
ﾞ）

北
見
市
廃
棄
物
処
理
場

（
ﾘｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
ﾌ
ﾟﾗ
ｻ
ﾞ）

北
見
市
留
辺
蘂
町
花
園
堆
肥
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

紙
お
む
つ
類

焼
却

燃
や
さ
な
い
ご
み

北
見
市
外
2
町
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

燃
や
さ
な
い
ご
み

処
理
施
設
等

燃
や
す
ご
み

北
見
市
廃
棄
物
処
理
場

（
ご
み
処
理
施
設
）

燃
や
す
ご
み

焼
却

北
見
市
廃
棄
物
処
理
場

（
ご
み
処
理
施
設
）

北
見
市
最
終
処
分
場

紙
お
む
つ
類

生
ご
み

堆
肥
化

分
別
区
分

処
理
方
法

処
理
施
設
等

分
別
区
分

処
理
方
法

北
見
市
留
辺
蘂
町
ﾘｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

北
見
市
留
辺
蘂
町
ﾘｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

そ
の
他
ご
み

埋
立

北
見
市
外
2
町
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

そ
の
他
ご
み

北
見
市
外
2
町
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

－
粗
大
ご
み

粗
大
ご
み

資
源
ご
み

リ
サ
イ
ク
ル

北
見
市
留
辺
蘂
町
ﾘｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

資
源
ご
み

リ
サ
イ
ク
ル

北
見
市
留
辺
蘂
町
ﾘｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
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【
訓
子
府
町
】

一
次
処
理

二
次
処
理

焼
却

北
見
市
廃
棄
物
処
理
場

（
ご
み
処
理
施
設
）

焼
却

北
見
市
廃
棄
物
処
理
場

（
ご
み
処
理
施
設
）

北
見
市
最
終
処
分
場

堆
肥
化

置
戸
町
堆
肥
供
給
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
(民
間
）

堆
肥
化

置
戸
町
堆
肥
供
給
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
(民
間
）

有
効
活
用

埋
立

埋
立

埋
立

埋
立

新
聞
･雑

誌
･ﾀ
ﾞﾝ
ﾎ
ﾞｰ
ﾙ
･紙

ﾊ
ﾟｯ
ｸ

－
新
聞
･雑

誌
･ﾀ
ﾞﾝ
ﾎ
ﾞｰ
ﾙ
･紙

ﾊ
ﾟｯ
ｸ

－
売
却

ス
チ
ー
ル
缶

北
見
市
留
辺
蘂
町
ﾘｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

ス
チ
ー
ル
缶

北
見
市
留
辺
蘂
町
ﾘｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

売
却

ア
ル
ミ
缶

－
ア
ル
ミ
缶

－
売
却

指
定
法
人

売
却

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

指
定
法
人

白
色
ト
レ
イ

白
色
ト
レ
イ

売
却

プ
ラ
製
容
器
包
装

北
見
市
ﾌ
ﾟﾗ
ｽ
ﾁ
ｯ
ｸ
処
理
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

プ
ラ
製
容
器
包
装

北
見
市
ﾌ
ﾟﾗ
ｽ
ﾁ
ｯ
ｸ
処
理
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

指
定
法
人

布
類

－
布
類

－
売
却

乾
電
池
・
蛍
光
管

委
託

－
ス
プ
レ
ー
缶
類

北
見
市
廃
棄
物
処
理
場
（
ﾘｻ
ｲ
ｸﾙ
ﾌ
ﾟﾗ
ｻ
ﾞ）

売
却

乾
電
池
・
蛍
光
管

委
託

－
－

【
置
戸
町
】

一
次
処
理

二
次
処
理

焼
却

北
見

市
廃

棄
物

処
理

場
（

ご
み

処
理

施
設

）
焼

却
北

見
市

廃
棄

物
処

理
場

（
ご

み
処

理
施

設
）

北
見

市
最

終
処

分
場

堆
肥

化
置

戸
町

堆
肥

供
給

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
(
民

間
）

埋
立

埋
立

埋
立

埋
立

新
聞

･
雑

誌
･
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ﾎ
ﾞ
ｰ
ﾙ
･
紙

ﾊ
ﾟ
ｯ
ｸ

売
却

新
聞

･
雑

誌
･
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ﾎ
ﾞ
ｰ
ﾙ
･
紙

ﾊ
ﾟ
ｯ
ｸ

紙
製

容
器

包
装

指
定

法
人

紙
製

容
器

包
装

缶
売

却

缶
指

定
法

人

売
却

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

指
定

法
人

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

白
色

ト
レ

イ
売

却

白
色

ト
レ

イ
プ

ラ
製

容
器

包
装

北
見

市
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ｽ
ﾁ
ｯ
ｸ
処

理
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

指
定

法
人

プ
ラ

製
容

器
包

装
北

見
市

ﾌ
ﾟ
ﾗ
ｽ
ﾁ
ｯ
ｸ
処

理
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

廃
食

用
油

－
売

却

廃
食

用
油

－
布

類
－

売
却

布
類

－
ス

プ
レ

ー
缶

類
北
見
市
廃
棄
物
処
理
場
（
ﾘｻ
ｲ
ｸﾙ
ﾌ
ﾟﾗ
ｻ
ﾞ）

売
却

乾
電

池
・

蛍
光

管
委

託
－

乾
電

池
・

蛍
光

管
委

託
－

－

び
ん

北
見

市
廃

棄
物

処
理

場
（

ﾘ
ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ｻ
ﾞ
）

北
見

市
留

辺
蘂

町
ﾘ
ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

北
見

市
留

辺
蘂

町
ﾘ
ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

粗
大

ご
み

粗
大

ご
み

資
源

ご
み

リ
サ

イ
ク

ル

北
見

市
留

辺
蘂

町
ﾘ
ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

資
源

ご
み

処
理
施
設
等

燃
や

す
ご

み
燃

や
す

ご
み

生
ご

み

埋
め

る
ご

み
北

見
市

外
２

町
一

般
廃

棄
物

最
終

処
分

場

埋
め

る
ご

み
北

見
市

外
２

町
一

般
廃

棄
物

最
終

処
分

場
－

分
別
区
分

処
理
方
法

処
理
施
設
等

分
別
区
分

処
理
方
法

リ
サ

イ
ク

ル

北
見

市
留

辺
蘂

町
ﾘ
ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

び
ん

北
見

市
廃

棄
物

処
理

場
（

ﾘ
ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ｻ
ﾞ
）

び
ん

北
見
市
廃
棄
物
処
理
場

（
ﾘｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
ﾌ
ﾟﾗ
ｻ
ﾞ）

北
見
市
留
辺
蘂
町
ﾘｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

北
見
市
留
辺
蘂
町
ﾘｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

現
状
（
平
成
2
9
年
度
）

今
後
（
令
和
8
年
度
）

北
見
市
外
2
町
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

－
粗
大
ご
み

粗
大
ご
み

資
源
ご
み

リ
サ
イ
ク
ル

資
源
ご
み

リ
サ
イ
ク
ル

び
ん

北
見
市
廃
棄
物
処
理
場

（
ﾘｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
ﾌ
ﾟﾗ
ｻ
ﾞ）

燃
や
す
ご
み

燃
や
す
ご
み

生
ご
み

生
ご
み

埋
め
る
ご
み

北
見
市
外
2
町
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

埋
め
る
ご
み

表
4
　

北
見

地
域

の
生

活
系

ご
み

の
分

別
区

分
と

処
理

方
法

の
現

状
と

今
後

（
3
/
4
）

現
状
（
平
成
2
9
年
度
）

今
後
（
令
和
8
年
度
）

分
別
区
分

処
理
方
法

処
理
施
設
等

分
別
区
分

処
理
方
法

処
理
施
設
等
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 【
津
別
町
】

一
次
処
理

二
次
処
理

焼
却

大
空

町
一

般
廃

棄
物

焼
却

施
設

焼
却

北
見

市
廃

棄
物

処
理

場
（

ご
み

処
理

施
設

）
津

別
町

一
般

廃
棄

物
最

終
処

分
場

埋
立

津
別

町
一

般
廃

棄
物

最
終

処
分

場
埋

立
津

別
町

一
般

廃
棄

物
最

終
処

分
場

－

堆
肥

化
津

別
町

堆
肥

化
製

造
施

設
堆

肥
化

津
別

町
堆

肥
化

製
造

施
設

有
効

活
用

破
砕

津
別

町
一

般
廃

棄
物

最
終

処
分

場
破

砕
津

別
町

一
般

廃
棄

物
最

終
処

分
場

津
別

町
一

般
廃

棄
物

最
終

処
分

場

び
ん

び
ん

指
定

法
人

カ
ン

カ
ン

売
却

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

指
定

法
人

紙
製

容
器

包
装

紙
製

容
器

包
装

指
定

法
人

そ
の

他
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
そ

の
他

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

指
定

法
人

乾
電

池
・

蛍
光

管
委

託
－

小
さ
な
金
属
類

売
却

ス
プ

レ
ー

缶
類

北
見
市
廃
棄
物
処
理
場
（
ﾘｻ
ｲ
ｸﾙ
ﾌ
ﾟﾗ
ｻ
ﾞ）

売
却

乾
電

池
・

蛍
光

管
委

託
－

－

表
4
　

北
見

地
域

の
生

活
系

ご
み

の
分

別
区

分
と

処
理

方
法

の
現

状
と

今
後

（
4
/
4
）

燃
や

す
ご

み
燃

や
す

ご
み

埋
め

る
ご

み
埋

め
る

ご
み

生
ご

み
生

ご
み

現
状
（
平
成
2
9
年
度
）

今
後
（
令
和
8
年
度
）

分
別
区
分

処
理
方
法

処
理
施
設
等

分
別
区
分

処
理
方
法

処
理
施
設
等

リ
サ

イ
ク

ル
津

別
町

リ
サ

イ
ク

ル
セ

ン
タ

ー
ダ

ン
ボ

ー
ル

・
新

聞
・

雑
誌

・
牛

乳
パ

ッ
ク

ダ
ン

ボ
ー

ル
・

新
聞

・
雑

誌
・

牛
乳

パ
ッ

ク
売

却

粗
大

ご
み

粗
大

ご
み

資
源

ご
み

リ
サ

イ
ク

ル
津

別
町

リ
サ

イ
ク

ル
セ

ン
タ

ー

資
源

ご
み
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(3) 処理施設等の整備 
 

ア 廃棄物処理施設 

上記(2)の処理体制で処理を行うため、表 5のとおり必要な施設整備を行う。 

 

表 5 整備する処理施設 

事業 

番号 

整備施設種類 

施設名 
事業名 処理能力 設置予定地 

事業 

期間 

国土 

強靭化 

プラ要件化 

の経過措置 

の適用事業 

1 
最終処分場 

北見市最終処分場 

最終処分場整備

事業 
107,300ｍ3 

北海道北見市大和 298-

12（市有地） 
R1～R2 － － 

4 

リサイクルセンター 

北見市廃棄物処理場 

（リサイクルプラザ） 

マテリアルリサ

イクル推進施設

整備事業 

77.98t/5h 
北海道北見市大和 298-

12（市有地） 
R5～R7 

北見市強

靭化計画 
○ 

6 

最終処分場 

津別町一般廃棄物最

終処分場 

最終処分場整備 15,000ｍ3 

津別町字共和地内 546番

地 1、547番地 1、548番

地、465番地 53、546番

地 3（町有地） 

R1～R2 － － 

（整備理由） 

事業番号 1： 最終処分場の増設による埋立容量確保のため 

事業番号 4： 既存施設の老朽化した機器を更新するため 

事業番号 6： 既存の最終処分場の残余容量がひっ迫しており、令和 2 年度中に残余容量がゼロとなる見込みで

あるため 

 

イ 合併浄化槽の整備 

合併浄化槽の整備については、表 6のとおり行う。 

 

表 6 合併処理浄化槽の整備計画 

事業 

番号 
事業名 事業主体 

整備済基数 

（基） 

整備計画基数 

（基） 

整備計画人口 

（人） 
事業期間 

国土 

強靭化 

2 浄化槽設置整備事業 北見市 696 210 974 R1～R7 
北見市強

靭化計画 

3 浄化槽設置整備事業 置戸町 96 26 143 R1～R7 － 

- その他地方単独事業 北見市 10 - - - 
北見市強

靭化計画 

- その他地方単独事業 訓子府町 249 39 120 R1～R7 － 

 

(4) 施設整備に関する計画支援事業 

 (3)の施設整備に先立ち、表 7のとおり計画支援事業を行う。 

 

表 7 実施する計画支援事業 

事業番号 事業名 事業内容 事業期間 

プラ要件化 

の経過措置 

の適用事業 

5 
マテリアルリサイクル推進施設整備 

（事業番号 4）に係る実施設計等事業 
施設整備に係る実施設計等 R4 ○ 
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(5) その他の施策 

その他、地域の循環型社会を形成する上で、次の施策を実施していく。 

 

ア 再生利用品の需要拡大事業 

廃棄物の循環的利用の促進については、再生品の利用拡大が重要であることから、エコマー

ク商品や北海道が認定するリサイクル製品などの積極的な利用拡大に努める。 

 

イ 廃家電のリサイクルに関する普及啓発 

廃家電のリサイクルについては、特定家庭用機器再商品化法に基づく適正な回収と再商品化

がなされるよう、関係団体や小売店などと協力して普及啓発を行う。 

 

ウ 不法投棄対策 

警察等の関係機関と連携してパトロールを継続して実施するとともに、多発地点には監視カ

メラや警告看板を設置し、未然防止に努める。また、市民や事業者の協力のもと連絡体制を確

立し、不法投棄の撲滅に努める。 

 

エ 災害時の廃棄物処理に関する事項 

災害時は多量の廃棄物が排出される。災害時に発生した廃棄物を迅速かつ計画的に処理する

ため、周辺自治体などと連携しながら災害廃棄物処理計画を策定し、災害時に処理体制の確立

に努める。 

 

４ 計画のフォローアップと事後評価   

(1) 計画のフォローアップ 

北見地域では、毎年計画の進捗状況を把握してその結果を公表するとともに、必要に応じて北

見地域の各市町や北海道及び国と意見交換しつつ、計画の進捗状況を勘案し、計画の見直しを行

う。 

 

(2) 事後評価及び計画の見直し 

計画期間終了後に処理状況の把握を行い、その結果が取りまとまった時点で、速やかに計画の

事後評価、目標達成状況の評価を行う。 

また、評価の結果を公表するとともに、評価結果を次期計画策定に反映させるものとする。 

なお、計画の進捗状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要に応じ計画を見直すものとする。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

循環型社会形成推進地域計画添付書類 
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１
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)
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面

積
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市
、
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○
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縄
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、
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標
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0
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0
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8
%

2
,
1
2
7

5
.
3
%

1
1
,
0
1
8

2
2
.
0
%

1
0
,
6
2
0

2
1
.
8
%

1
0
,
0
1
3

2
0
.
8
%

9
,
5
4
1

2
0
.
6
%

9
,
6
0
0

2
1
.
0
%

9
,
4
2
8

2
3
.
4
%

3
1
,
3
3
1

6
3
.
2
%

3
1
,
4
0
9

6
5
.
1
%

2
9
,
2
5
1

6
1
.
4
%

2
9
,
1
6
0

6
3
.
8
%

2
8
,
6
1
2

6
3
.
2
%

2
4
,
4
9
0

6
1
.
1
%

7
,
8
0
4

1
5
.
7
%

6
,
7
6
8

1
4
.
0
%

8
,
8
8
3

1
8
.
7
%

7
,
5
7
5

1
6
.
6
%

7
,
5
9
2

1
6
.
8
%

6
,
4
5
0

1
6
.
1
%

様
式
１

循
環
型
社
会
形
成
推
進
交
付
金
事
業
実
施
計
画
総
括
表
１
（
令
和
元
年
度
）

(
1
)
地

域
名

(
2
)
地

域
内

人
口

1
3
0
,
3
0
1
人

2
,
8
6
2
.
4
3
k
m
2

(
4
)
構

成
市

町
村

等
名

(
5
)
地

域
の

要
件

過
去

の
状

況
・

現
状

（
排

出
量

に
対

す
る

割
合

）
目

標

平
成

2
5
年

度
平

成
2
6
年

度
平

成
2
7
年

度
平

成
2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
令

和
8
年

度

排
出

量

事
業

系
総

排
出

量
(
ﾄ
ﾝ
)

1
事

業
所

あ
た

り
の

排
出

量
(
ﾄ
ﾝ
/
事

業
所

）

生
活

系
総

排
出

量
(
ﾄ
ﾝ
)

1
人

あ
た

り
の

排
出

量
(
k
g
/
人

)

合
　

計
事

業
系

生
活

系
排

出
量

合
計

(
ﾄ
ﾝ
)

2
,
8
4
4

2
,
6
0
8

4
,
6
1
4

4
,
8
5
7

4
,
4
9
2

中
間

処
理

に
よ

る
減

量
化

量
減

量
化

量
(
中

間
処

理
前

後
の

差
 
ﾄ
ﾝ
)

再
生

利
用

量
直

接
資

源
化

量
(
ﾄ
ﾝ
)

総
資

源
化

量
(
ﾄ
ﾝ
)

エ
ネ

ル
ギ

ー
回

収
量

ｴ
ﾈ
ﾙ
ｷ
ﾞ
ｰ
回

収
量

(
年

間
の

発
電

電
力

量
 
M
W
h
)

2
,
8
5
1

最
終

処
分

量
埋

立
最

終
処

分
量

(
ﾄ
ﾝ
)



添付2     

３
　
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
現
況
と
更
新
、
廃
止
、
新
設
の
予
定

（
１
）
現
有
施
設
リ
ス
ト

処
理
能
力

竣
工
年
月

更
新
、
廃
止

予
定
月

解
体
予
定
年
月

想
定
さ
れ
る
浸
水

深
と
対
策

備
考

施
設
種
別

施
設
名

事
業
主
体

型
式
及
び

処
理
方
式

破
砕

施
設

北
見
市
廃
棄
物
処
理
場
（
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
）

北
見

市
二

軸
せ

ん
断

式
高

速
回

転
式

6
5
t
/
5
h

H
1
3
.
4

北
見
市
廃
棄
物
処
理
場
（
ご
み
処
理
施
設
）

北
見

市
流

動
床

式
1
6
5
t
/
日

H
1
3
.
4

浸
水

想
定

無
し

平
成
2
2
年
4
月
よ
り
焼

却
施
設
を
休
止

浸
水

想
定

無
し

北
見
市
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
セ
ン
タ
ー

北
見

市
選
別
、
圧
縮
、
保
管

1
4
t
/
7
h

H
2
0
.
4

浸
水

想
定

無
し

浸
水

想
定

無
し

北
見
市
廃
棄
物
処
理
場
（
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
）

北
見

市
選
別
、
圧
縮
、
保
管

1
2
.
9
8
t
/
5
h

H
1
3
.
4

北
見
市
常
呂
町
一
般
廃
棄
物
処
理
セ
ン
タ
ー

（
破
砕
処
理
施
設
）

北
見

市
縦

型
高

速
回

転
式

1
0
t
/
5
h

S
5
7
.
3

選
別
、
圧
縮
、
保
管

H
1
1
.
1
0

浸
水

想
定

無
し

浸
水

想
定

無
し

浸
水

想
定

無
し

北
見
市
昭
和
埋
立
処
分
場

北
見

市
改

良
型

嫌
気

的
衛

生
埋

立
構

造
3
,
9
4
3
,
0
0
0
ｍ

3
S
4
3
.
1
1

北
見
市
最
終
処
分
場

北
見

市
準

好
気

性
埋

立
方

式
1
6
8
,
0
0
0
ｍ

3
H
1
3
.
4

浸
水

想
定

無
し

津
別
町
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

津
別

町

焼
却

施
設

固
定

床
式

バ
ッ

チ
燃

焼
1
0
.
4
t
/
日

2
基

H
4
.
1
2

資
源

化
施

設

津
別
町
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

津
別

町
選
別
、
圧
縮
梱
包

H
1
1
.
6

北
見
市
留
辺
蘂
町
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

北
見

市
選
別
、
圧
縮
、
保
管

H
1
4
.
3

浸
水

想
定

無
し

浸
水

想
定

無
し

北
見
市
常
呂
町
一
般
廃
棄
物
処
理
セ
ン
タ
ー

（
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
）

北
見

市

浸
水

想
定

無
し

H
1
6
.
4

浸
水

想
定

無
し

津
別
町
堆
肥
製
造
施
設

津
別

町
高
速
堆
肥
化
方
式

2
0
,
0
0
0
t
/
年

H
1
3
.
5

浸
水

想
定

無
し

北
見
市
外
2
町
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

北
見

市
セ

ル
方

式
8
7
,
9
0
0
ｍ

3
H
1
6
.
4

浸
水

想
定

無
し

北
見
市
常
呂
町
一
般
廃
棄
物
処
理
セ
ン
タ
ー

（
最
終
処
分
場
）

北
見

市
最

終
処

分
場

津
別
町
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

津
別

町
1
5
,
0
0
0
ｍ

3
R
2
.
4

堆
肥

化
施

設

令
和
4
年
4
月
よ
り
休
止

北
見
市
留
辺
蘂
町
花
園
堆
肥
セ
ン
タ
ー

北
見

市
発
酵
エ
ー
ス
・

シ
ス
テ
ム
処
理

4
t
/
日

浸
水

想
定

無
し

5
8
,
8
5
7
ｍ

3
H
3
.
3

浸
水

想
定

無
し
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   （
２
）
更
新
（
改
良
）
・
新
設
施
設
リ
ス
ト 北

見
市

R
3
.
3

北
見

市
R
8
.
3

北
見

市
R
8
.
3

施
設
の
延
命
化
及
び

C
O
2
排
出
量
削
減
の

た
め
の
基
幹
的
設
備

改
良

浸
水

想
定

無
し

破
砕

施
設

北
見

市
廃

棄
物

処
理

場
（

リ
サ

イ
ク

ル
プ

ラ
ザ

）

二
軸

せ
ん

断
式

高
速

回
転

式
6
5
ｔ

/
5
ｈ

施
設
の
延
命
化
及
び

C
O
2
排
出
量
削
減
の

た
め
の
基
幹
的
設
備

改
良

想
定
さ
れ
る

浸
水
深
と
対
策

北
見
市
廃
棄
物
処
理

場
（
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
）
・
資
源
化
施
設
と
一

体
と
し
て
整
備

浸
水

想
定

無
し

北
見
市
廃
棄
物
処
理

場
（
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
）
・
資
源
化
施
設
と
一

体
と
し
て
整
備

資
源

化
施

設

北
見

市
廃

棄
物

処
理

場
（

リ
サ

イ
ク

ル
プ

ラ
ザ

）

選
別
、
圧
縮
、
保
管

1
2
.
9
8
ｔ

/
5
ｈ

－ －

備
考

最
終

処
分

場
北

見
市

最
終

処
分

場
準
好
気
性
埋
立
方
式

整
備

後
埋

立
容

量

2
7
5
,
3
0
0
㎥

埋
立
容
量
確
保

浸
水

想
定

無
し

（
整
備
箇
所
）

1
0
7
,3
0
0
㎥

施
設
種
別

施
設
名

型
式
及
び

処
理
方
式

処
理
能
力

更
新
（
改
良
）
・

新
設
理
由

廃
焼
却
施
設
解
体

の
有
無
（
解
体
施

設
の
名
称
）

廃
焼
却
施
設
解
体
事
業

着
手
（
予
定
）
年
月

完
了
（
予
定
）
年
月

事
業

主
体

竣
工
予

定
年
月

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
再
商

品
化
を
実
施
す
る

た
め
の
施
設
整
備

事
業

－
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 ４
　
生
活
排
水
処
理
の
現
状
と
目
標

年

指
標

・
単

位

汚
水

衛
生

処
理

率
又

は
汚

水
処

理
人

口
普

及
率

５
　
浄
化
槽
の
整
備
の
状
況
と
更
新
、
廃
止
、
新
設
の
予
定

総
人

口

汚
水

衛
生

処
理

人
口

平
成

2
9
年

度
令

和
8
年

度

1
2
0
,
6
8
0

1
3
7
,
3
6
0

1
3
5
,
8
8
1

1
3
4
,
6
0
7

1
3
3
,
2
5
6

1
3
1
,
5
6
7

平
成

2
5
年

度
平

成
2
6
年

度
平

成
2
7
年

度
平

成
2
8
年

度

1
2
0

R
8

そ
の

他
地

方
単

独
事

業
訓

子
府

町
2
4
9

1
,
0
2
8

H
1
1
.
4

3
9

そ
の

他
地

方
単

独
事

業
北

見
市

1
0

3
9

H
1
1

-
-

-

浄
化

槽
設

置
整

備
事

業
北

見
市

6
9
6

2
,
3
9
0

H
8

2
1
0

9
7
4

R
8

浄
化

槽
設

置
整

備
事

業
置

戸
町

9
6

3
6
8

H
1
4
.
4

2
6

1
4
3

R
8

7
,
1
3
9

3
,
1
4
6

施
設

種
別

事
業

主
体

現
有

施
設

の
内

容
整

備
予

定
基

数
の

内
容

備
考

基
数

処
理

人
口

開
始

年
月

未
処

理
人

口
汚

水
衛

生
未

処
理

人
口

9
,
3
4
2

8
,
7
6
1

8
,
0
5
7

7
,
6
6
2

基
数

処
理

人
口

目
標

年
次

合
併

処
理

浄
化

槽
等

汚
水

衛
生

処
理

人
口

4
,
4
6
8

4
,
5
3
3

4
,
6
2
3

4
,
7
0
1

3
,
9
2
1

3
,
1
9
7

汚
水

衛
生

処
理

率
又

は
汚

水
処

理
人

口
普

及
率

3
.
0
%

3
.
0
%

3
.
0
%

3
.
0
%

3
.
0
%

2
.
6
%

4
,
7
4
8

6
,
4
0
5

汚
水

衛
生

処
理

率
又

は
汚

水
処

理
人

口
普

及
率

3
.
3
%

3
.
3
%

3
.
4
%

3
.
5
%

3
.
6
%

5
.
3
%

8
7
.
6
%

8
7
.
7
%

8
8
.
0
%

8
9
.
4
%

集
落

排
水

施
設

等
汚

水
衛

生
処

理
人

口
4
,
1
0
9

4
,
0
7
2

4
,
0
1
0

4
,
0
2
8

公
共

下
水

道
1
1
9
,
4
4
1

1
1
8
,
5
1
5

1
1
7
,
9
1
7

1
1
6
,
8
6
5

1
1
5
,
7
5
9

1
0
7
,
9
3
2

8
7
.
0
%

8
7
.
2
%過

去
の

状
況

・
現

況
目

標
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単
位

開
始

終
了

令
和

元
年
度

令
和

2
年
度

令
和

3
年
度

令
和

4
年
度

令
和

5
年
度

令
和

6
年
度

令
和

7
年
度

令
和

元
年
度

令
和

2
年
度

令
和

3
年
度

令
和

4
年
度

令
和

5
年
度

令
和

6
年
度

令
和

7
年
度

2
,2

0
0
,0

0
0

8
8
8
,0

9
8

1
,3

1
1
,9

0
2

0
0

0
0

0
1
,8

6
0
,7

4
0

7
6
6
,7

4
0

1
,0

9
4
,0

0
0

0
0

0
0

0

1
北
見
市

1
0
7
,3

0
0

ｍ
3

R
1

R
2

1
,1

2
0
,0

0
0

5
6
3
,0

9
8

5
5
6
,9

0
2

0
0

0
0

0
9
0
0
,7

4
0

4
4
8
,7

4
0

4
5
2
,0

0
0

0
0

0
0

0

6
津
別
町

1
5
,0

0
0

ｍ
3

R
1

R
2

1
,0

8
0
,0

0
0

3
2
5
,0

0
0

7
5
5
,0

0
0

0
0

0
0

0
9
6
0
,0

0
0

3
1
8
,0

0
0

6
4
2
,0

0
0

0
0

0
0

0

2
2
4
,0

7
7

3
3
,6

9
7

3
3
,6

9
7

2
9
,0

6
5

2
9
,0

6
5

3
5
,6

5
1

3
2
,2

0
1

3
0
,7

0
1

1
1
8
,6

2
6

1
6
,5

7
5

1
6
,5

7
5

1
4
,8

9
8

1
4
,8

9
8

1
9
,7

2
8

1
8
,3

0
6

1
7
,6

4
6

2
北
見
市

2
1
0

基
R
1

R
7

1
9
2
,4

9
7

3
0
,1

0
7

3
0
,1

0
7

2
5
,4

7
5

2
5
,4

7
5

2
7
,1

1
1

2
7
,1

1
1

2
7
,1

1
1

1
0
5
,7

8
8

1
5
,1

9
4

1
5
,1

9
4

1
3
,5

1
7

1
3
,5

1
7

1
6
,1

2
2

1
6
,1

2
2

1
6
,1

2
2

3
置
戸
町

2
6

基
R
1

R
7

3
1
,5

8
0

3
,5

9
0

3
,5

9
0

3
,5

9
0

3
,5

9
0

8
,5

4
0

5
,0

9
0

3
,5

9
0

1
2
,8

3
8

1
,3

8
1

1
,3

8
1

1
,3

8
1

1
,3

8
1

3
,6

0
6

2
,1

8
4

1
,5

2
4

2
,7

4
3
,8

0
0

0
0

0
0

6
,6

0
0

1
,3

1
3
,5

0
0

1
,4

2
3
,7

0
0

2
,1

0
7
,7

8
4

0
0

0
0

2
,4

3
0

1
,0

8
0
,4

7
2

1
,0

2
4
,8

8
2

4
北
見
市

7
7
.9

8
ｔ/
5
ｈ

R
5

R
7

2
,7

4
3
,8

0
0

0
0

0
0

6
,6

0
0

1
,3

1
3
,5

0
0

1
,4

2
3
,7

0
0

2
,1

0
7
,7

8
4

0
0

0
0

2
,4

3
0

1
,0

8
0
,4

7
2

1
,0

2
4
,8

8
2

5
北
見
市

R
4

R
4

4
,4

0
0

0
0

0
4
,4

0
0

0
0

0
4
,4

0
0

0
0

0
4
,4

0
0

0
0

0

5
,1

7
2
,2

7
7

9
2
1
,7

9
5

1
,3
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現有処理施設の概要 

 

１．焼却施設 
 

施設名 北見市廃棄物処理場（ごみ処理施設） 津別町クリーンセンター 

所在地 北見市大和 298-12 網走郡津別町字最上 247番地 

処理能力 165t/日（55t/日×3炉） 10.4t/日、2基 

竣工年 平成 13年 3月 平成 4年 12月（平成 22年 4月より休止） 

焼却炉の種類 全連続燃焼式、流動床式焼却炉 固定床式、バッチ燃焼 

余熱利用 発電、給湯、冷暖房、ロードヒーティング 無 

補助の有無 有 有 

 

２．破砕施設 
 

施設名 北見市廃棄物処理場（リサイクルプラザ） 
北見市常呂町一般廃棄物処理センター（破

砕施設） 

所在地 北見市大和 298-12 網走市能取 216 

処理能力 65t/5h 10t/5h 

竣工年 平成 13年 3月 昭和 57年 3月 

破砕機方式 二軸せん断式＋横型高速回転式 縦型高速回転式 

選別の種類 可燃物、不燃物、鉄、アルミ 破砕物、鉄 

補助の有無 有 有 

 

３．資源化施設 
 

施設名 北見市廃棄物処理場（リサイクルプラザ） 北見市プラスチック処理センター 

所在地 北見市大和 298-12 北見市昭和 186-7 

処理能力 12.98t/5h  14t/7h 

竣工年 平成 13年 3月 平成 20年 3月 

対象品目 
缶、びん、ペットボトル、紙パック、トレイ、雑

誌、新聞、ダンボール 
プラスチック製容器包装 

処理方法 選別、圧縮、保管 選別、圧縮 

補助の有無 有 有 

 

施設名 
北見市常呂町一般廃棄物処理センター（ストッ

クヤード） 
北見市留辺蘂町リサイクルセンター 

所在地 網走市能取 216 北見市留辺蘂町旭中央 32-1 

処理能力 

ペットボトル・プラスチック 油圧 10t 

発泡スチロール・トレイ 65～100kg/h 

缶          500kg/h 

ペットボトル・プラスチック 100kg/h 

アルミ缶        70kg/h 

スチール缶      250kg/h 

発泡スチロール・トレイ   20kg/h 

竣工年 平成 11年 10月 平成 14年 3月 

対象品目 

缶、びん、ペットボトル、紙パック、新聞、雑

誌、ダンボール、発泡スチロール、トレイ、プ

ラスチック製容器包装 

缶、びん、ペットボトル、紙パック、新聞、雑

誌、ダンボール、紙製容器包装、発泡スチロ

ール、トレイ、プラスチック製容器包装 

処理方法 選別、圧縮、保管 選別、圧縮、保管 

補助の有無 有 無 
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施設名 津別町リサイクルセンター 

所在地 網走郡津別町字共和 547番地 

処理能力 

缶選別プレス機           250 kg/h 

ペットボトル圧縮梱包機      100 kg/h 

発泡スチロール破砕機        6 m3/h 

発泡スチロール溶融機       10 kg/h 

紙類梱包機 

その他プラスチック圧縮梱包機  180 kg/h 

竣工年 平成 11年 6月 

対象品目 
缶、びん、紙パック、新聞紙・雑誌、ダンボール、紙類、ペットボトル、その他プラスチ

ック、白色トレイ 

処理方法 

圧  縮：缶 

手 選 別：びん、紙パック、新聞紙・雑誌、ダンボール、紙類 

圧縮梱包：ペットボトル、その他のプラスチック 

溶融・ブロック化：白色トレイ 

補助の有無 有 

 

４．堆肥化施設 
 

施設名 北見市留辺蘂町花園堆肥センター 津別町堆肥製造施設 

所在地 北見市留辺蘂町花園 387-2 網走郡津別町字共和 550番地 

処理能力 4t/日 堆肥生産能力：20,000t/年 

竣工年 平成 16年 3月 平成 13年 5月 

処理方法 発酵エース・システム処理 高速堆肥化方式 

補助の有無 有 有 

 

５．最終処分場 
 

施設名 北見市最終処分場 北見市昭和埋立処分場 

所在地 北見市大和 298-1 北見市昭和 187-2 

埋立面積 25,000ｍ2 430,226ｍ2 

埋立容量 168,000ｍ3 3,943,000ｍ3 

竣工年 平成 13年 3月 昭和 43年 11月 

埋立対象物 不燃ごみ、焼却残渣 可燃ごみ、不燃ごみ、その他 

補助の有無 有 無 

 

施設名 
北見市常呂町一般廃棄物処理センター（最

終処分場） 
北見市外2町一般廃棄物最終処分場 

所在地 網走市能取 216 北見市留辺蘂町富岡 177-1 

埋立面積 9,930ｍ2 18,100ｍ2 

埋立容量 58,857ｍ3 87,900ｍ3 

竣工年 平成 3年 3月 平成 16年 3月 

埋立対象物 不燃ごみ 不燃ごみ 

補助の有無 無 有 
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施設名 津別町一般廃棄物最終処分場 津別町一般廃棄物最終処分場 

所在地 網走郡津別町字共和 484番地 津別町字共和 546番地 1 他 

埋立面積 6,900ｍ2 4,500ｍ2 

埋立容量 30,000ｍ3 15,000ｍ3 

竣工年 平成 12年 3月 令和 2年 4月 

埋立対象物 埋めるごみ、粗大ごみ、焼却灰、脱水ケーキ 埋めるごみ、粗大ごみ、焼却灰、脱水ケーキ 

補助の有無 有 有 
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　都道府県名　：　北海道　

(1) 事業主体名

(2) 施設名称

(3) 工期

(4) 施設規模

(5) 処理方式

(6) 地域計画内の役割
　　※１

(7) 廃焼却施設解体工事
　　の有無

「ストックヤード」を整備する場合

(8) ストック対象物

「容器リサイクル推進施設」を整備する場合

(9) 容器包装リサイクル
　　推進施設の内訳

「灰溶融施設」を整備する場合

(10)スラグ利用計画

(11)総事業計画額　※２

※1　基幹的設備改良事業を実施する場合は、二酸化炭素の削減率を記載すること。
※2　事業が複数の地域計画にまたがる場合、本地域計画期間内の金額を記載し、全体の金額を括弧
　　 書きすること。

　基幹的設備改良により処理機能を向上させて、一般廃棄物（粗大・不
燃ごみ、資源ごみ）の適正処理を行う。二酸化炭素削減率：３％以上を
図る。

有　　無

①分別収集回収拠点の整備
  ・ごみの分別収集・処理方法
  ・ごみ容器の種類・設置基数
  ・建築物の構造
②小規模ストックヤードの整備
  ・施設規模
  ・ストック対象物
③簡易プレス機の整備
  ・処理方法
  ・処理能力
  ・設置場所
④電気ごみ収集車及び分別ごみ収集車の整備
  ・導入台数（積載量）
  ・運行計画

2,743,800千円
うち、交付対象事業費　　2,107,784千円

破砕施設：二軸せん断式・高速回転式
資源化施設：選別、圧縮、保管

施設概要（マテリアルリサイクル施設系）

北見市

北見市廃棄物処理場（リサイクルプラザ）

令和５年度～令和７年度

処理能力　７７．９８ｔ／５ｈ
（破砕施設：６５ｔ／５ｈ、資源化施設：1２．９８ｔ／５ｈ）
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【参考資料様式５】

　都道府県名　：　北海道　

(1) 事業主体名

(2) 施設名称

(3) 工期

(4) 処分場面積、容積

(5) 埋立開始年度及び
　　終了年度

(6) 跡地利用計画

(7) 地域計画内の役割

(8) 廃焼却施設解体工事
　　の有無

(9) 事業計画額

施設概要（最終処分場系）

北見市

北見市最終処分場

令和元年度～令和2年度

総面積　246,000ｍ2
埋立面積　25,000ｍ2
埋立面積（整備箇所）
　　　　　8,500ｍ2

埋立容量　168,000ｍ3
埋立容量（整備箇所）
　　　　　107,300ｍ3

埋立開始　平成13年度（当初届出）
埋立開始　令和3年度（今回整備後）
埋立終了　令和17年度（今回整備後）

植林

北見地域の一般廃棄物の埋立処分を行う

有　　無

1,120,000千円
うち、交付対象事業費　900,740千円
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【参考資料様式５】

　都道府県名　：　北海道　

(1) 事業主体名

(2) 施設名称

(3) 工期

(4) 処分場面積、容積

(5) 埋立開始年度及び
　　終了年度

(6) 跡地利用計画

(7) 地域計画内の役割

(8) 廃焼却施設解体工事
　　の有無

(9) 事業計画額

施設概要（最終処分場系）

津別町

津別町一般廃棄物最終処分場

令和元年度～令和2年度

総面積　90,550ｍ2 埋立面積　4,500ｍ2 埋立容積　15,000ｍ3

埋立開始　令和 2年度
埋立終了　令和16年度

林地還元

津別町域内で発生するごみの継続的な処理

有　　無

1,080,000千円
うち、交付対象事業費　960,000千円
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【参考資料様式７】

　都道府県名　：　北海道　

人槽区分
基準額
合計

総事業費
交付対象
事業費

　　　　５人槽 30,470千円 55,725千円 30,470千円

　６～　７人槽 44,064千円 87,068千円 44,064千円

　８～１０人槽 18,504千円 36,954千円 18,504千円

１１～２０人槽

２１～３０人槽

３１～５０人槽

５１人槽以上

宅内配管費 6,000千円 6,000千円 6,000千円

撤去費（単独） 2,700千円 2,700千円 2,700千円

撤去費（汲取槽） 4,050千円 4,050千円 4,050千円

雨水貯留槽等
再利用

改築費（災害）

改築費（長寿命化）

合　　計 105,788千円 192,497千円 105,788千円

浄化槽整備
効率化事業費

台帳作成費

計画策定等調査費

効果的な転換促進
及び管理適正化推進費

210基（974人分）

20基

30基（240人分）

○ 事業計画額の内訳及び浄化槽の整備規模

　【浄化槽設置整備事業の場合】

交付対象基数
（　　人分）

83基（249人分）

45基

(3) 事業の実施目的及び内容
生活環境の保全及び公衆衛生の向上のため、個人が浄化槽を設置する費
用を助成する。

施設概要（浄化槽系）

(1) 事業主体名 北見市

(2) 事業名称 浄化槽設置整備事業

(4) 事業期間 令和元年度　～　令和７年度

(5) 事業対象地域の要件 ○人口　○面積　沖縄　離島　奄美　豪雪、山村　半島　過疎　その他

(6) 事業計画額

交付対象事業費　　105,788千円
うち
・環境配慮・防災まちづくり浄化槽整備推進事業に係る事業費  　0千円
・公的施設単独処理浄化槽集中転換事業に係る事業費       　   0千円

26基

97基（485人分）
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【参考資料様式７】

　都道府県名　：　北海道　

○ 事業計画額の内訳及び浄化槽の整備規模

人槽区分
基準額
合計

総事業費
交付対象
事業費

　　　　５人槽 2,578千円 6,580千円 2,578千円

　６～　７人槽 4,608千円 11,500千円 4,608千円

　８～１０人槽 5,652千円 13,500千円 5,652千円

１１～２０人槽

２１～３０人槽

３１～５０人槽

５１人槽以上

宅内配管費

撤去費

雨水貯留槽等
再利用

改築費（災害）

改築費（長寿命化）

合　　計 12,838千円 31,580千円 12,838千円26基（143人分）

浄化槽整備
効率化事業費

台帳作成費

計画策定等調査費

効果的な転換促進
及び管理適正化推進費

【浄化槽設置整備事業の場合】

交付対象基数
（　　人分）

7基（ 21人分）

10基（ 50人分）

9基（ 72人分）

(4) 事業期間 令和元年度～令和７年度

(5) 事業対象地域の要件
 ○人口　○面積　沖縄　離島　奄美　○豪雪、○山村　半島
 ○過疎　その他

(6) 事業計画額

交付対象事業費　　12,838千円
うち
・環境配慮・防災まちづくり浄化槽整備推進事業に係る事業費  　0千円
・公的施設単独処理浄化槽集中転換事業に係る事業費       　   0千円

(3) 事業の実施目的及び内容
生活環境の保全及び公共水域の水質保全並びに公衆衛生の向上のため、
個人が浄化槽を設置又は改築する費用を助成する

施設概要（浄化槽系）

(1) 事業主体名 置戸町

(2) 事業名称 浄化槽設置整備事業
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【参考資料様式８】

　都道府県名　：　北海道　

(1) 事業主体名

(2) 事業目的

(3) 事業名称

(4) 事業期間

(5) 事業概要

(6) 総事業計画額　※１
4,400千円

うち、交付対象事業費
4,400千円

※1　事業が複数の地域計画にまたがる場合、本地域計画期間内の金額を記載し、全体の金額を括弧
　 　書きすること。

令和４年度

施設整備に係る実施設
計・発注仕様書作成

計 画 支 援 概 要

北見市

北見市廃棄物処理場（リサイクルプラザ）施設整備のため

実施設計等事業
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最終処分場整備計画予定位置図１ 

 

 

最終処分場整備計画予定位置図 2 

 

 

北見市　ごみ処理施設　位置図

北見市

北見市廃棄物処理場

施設の位置図 

施設の位置図

北見市廃棄物処理場

北見市廃棄物処理場 

最終処分場 
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最終処分場整備予定図 

整備予定箇所 

 

 

現在埋立箇所 

 

 

北見市廃棄物処理場 

道道北見常呂線 

搬入口 
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北見市廃棄物処理場 施設平面図 

マテリアルリサイクル施設 
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国 土 交 通 省 重ねるハザードマップ 

北海道北見市大和２９８番地１２ 

北見市クリーンライフセンター 

北海道北見市大和２９８番地１外 

北見市最終処分場 
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